
６ 進級の要件 

第２年次末までに共通科目群のプレゼミナール及びキャリア形成論の合計２単位並びに学科共

通科目の導入科目９単位のうち７単位以上及び情報処理実習Ａ、情報処理実習Ｂまたは情報処理実

習Ｃのいずれかを含めて合計65単位以上を修得した学生は、第３年次に開設される授業科目を履修

することができます。 

７ 卒業論文履修要件 

卒業予定年次の前年度末までに共通科目群及び専門科目群から学科共通科目11単位（環境共生総

合演習１単位を含む）を含めて合計110単位以上を修得した学生は、卒業論文を履修することができ

ます。 

８ 卒業の要件 

33－34頁を参照してください。 

９ 他学部等開講科目の履修について 

他学部開講科目（以下「他学部科目」といいます。）の履修願を教務入試課に提出することにより

文学部と総合管理学部の開講科目を履修することができます。ただし、原則として演習・実習及び

実験は対象外とします。 

また、修得した単位は10単位を上限とし専門科目群の卒業要件単位数に含めることができます。

ただし、教職関連科目群は、卒業要件単位数に含めることはできません。 

対象となる科目については、各学部の履修の手引等を参照してください。 

なお、環境共生学科内の他専攻で開設されている専攻専門科目（以下「他専攻科目」といいます。）

は、33－34頁に記載のとおり20単位を上限として卒業要件単位数に含めることができますが、他学

部科目の修得単位と他専攻科目の修得単位の両方を卒業要件単位数に含める場合は、20単位が限度

となりますので注意してください。 

10 外国人留学生の特別科目に関する履修の特例について 

ア 外国人留学生は母語を外国語として履修することはできません。履修言語が母語ではなく公用

語である場合、その言語の履修上の扱いは学部がその都度決めます。

イ 英語を母語としない留学生は、環境資源学専攻および食健康環境学専攻では英語８単位を必修、

居住環境学専攻では英語６単位を必修とします。また、日本語を初修外国語とすることができ、

必修以外の単位に振り替えることもできます。

ウ 英語を母語とする留学生は、外国語８単位のうち日本語６単位を必修とします。必修以外の２

単位は日本語及び初修外国語から修得してください。

エ 外国人留学生が修得した日本事情科目の単位のうち４単位までを共通科目群の「その他の単位」

（注１)に振り替えることができます。

（注１)「その他の単位」については、卒業要件のページ（33－34頁）を参照してください。 
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〈卒業要件単位数〉 

４年以上在学し、次の単位数以上を修得しなければいけません。 

区分 分類 分野 
配当 

単位数 

卒業要件単位数 

必修単位数 選択単位数 

共
通
科
目
群

ａ

基盤科目 

外国語 

Basic English Ⅰ～Ⅳ   ｂ   6  6 

英語以外の外国語  ｃ  32 

ｂとｃ以外の科目 

（Basic English以外の英語科目）ｄ 
 18  2 

健康スポーツ科学  ｅ   4  2  1 

情報処理  ｆ   2  2 

キャリアデザイン  ｇ   2  2 

地域理解と 
リーダーシップ

もやいすと（地域）ジュニア育成 

もやいすと（防災）ジュニア育成 
  4  2 

新熊本学  ｉ   8  2 

ｈとｉ以外の科目  ｊ   9 

教養科目 

人間と文化  ｋ  22  2 

自然と環境  ｌ  18  2 

社会と世界  ｍ  18  2 

計（Ａ） 143 

12 13 

29 
※上記25単位の他に４単位以上修得する。

専
門
科
目
群

学
科
共
通
科
目

導入科目  9 

環境共生総合演習  1 

情報処理実習Ａ、情報処理実習Ｃ  1 

計（Ｃ） 11 

専
攻
専
門
科
目

環境資源学専攻 食健康環境学専攻 

配当 
単位数 

卒業要件単位数 配当 
単位数 

卒業要件単位数 

必修単位数 選択単位数 必修単位数 選択単位数 

基礎科目  34  4 22  24 4 8 

展開科目  65 30 108 

卒業研究   8  8   8 8 

計（Ｄ） 107 
96以上 

上記64単位の他に 
32単位以上修得する。 

140 
96以上 

上記20単位の他に 
76単位以上修得する。 

計（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 118 107以上 151 107以上 

計（Ａ）＋（Ｂ） 254 136以上 318 136以上 

（注１）ａ 必修科目12単位、指定された選択必修科目13単位、それ以外に共通科目群の選択科目より４単位（その他の

単位：共通科目群ａの※部分）の合計29単位以上を修得すること。 

ｂ 英語は「Basic English Ⅰ」から「Basic English Ⅳ」の４科目６単位は必修とする。 

ｄ ｂとｃ以外の外国語（15科目16単位）から「Intermediate English Ⅰ、Ⅱ」を含めた２単位以上を選択必

修とする。 

ｅ 「健康の科学」は必修とし、「生涯スポーツ実習Ⅰ」「生涯スポーツ実習Ⅱ」から１科目１単位を選択必修と

する。 

ｆ 「情報処理入門」は必修とする。 

ｇ 「プレゼミナール」「キャリア形成論」は必修とする。 

ｈ 「もやいすと（地域）ジュニア育成」「もやいすと（防災）ジュニア育成」から１科目２単位を選択必修と

する。 

ｉ 新熊本学は４科目８単位から１科目２単位を選択必修とする。 

ｊ 地域理解とリーダーシップのｈとｉ以外の科目を修得した場合はその他の単位（共通科目群ａの※部分の単

位）に含むことができる。 

ｋ、ｌ、ｍ 各分野からそれぞれ１科目２単位以上を選択必修とする。 

（注２）『専門科目群』は、他専攻専門科目20単位を上限として卒業要件単位数に含めることができる。 

環境資源学専攻及び食健康環境学専攻 

ｈ 
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〈卒業要件単位数〉 

４年以上在学し、次の単位数以上を修得しなければいけません。 

区分 分類 分野 
配当 

単位数 

卒業要件単位数 

必修単位数 選択単位数 

共
通
科
目
群

ａ

基盤科目 

外国語 

Basic English Ⅰ～Ⅳ  ｂ   6  6 

英語以外の外国語  ｃ  32 

 2 bとc以外の科目 

（Basic English以外の英語科目）ｄ 
 18 

健康スポーツ科学  ｅ   4  2  1 

情報処理  ｆ   2  2 

キャリアデザイン  ｇ   2  2 

地域理解と 
リーダーシップ

もやいすと（地域）ジュニア育成 

もやいすと（防災）ジュニア育成 
  4  2 

新熊本学  ｉ   8  2 

hとi以外の科目  ｊ   9 

教養科目 

人間と文化  ｋ  22  2 

自然と環境  ｌ  18  2 

社会と世界  ｍ  18  2 

計（Ａ） 143 

12 13 

29 
※上記25単位の他に４単位以上修得する。

専
門
科
目
群

学
科
共
通
科
目

導入科目  9 

環境共生総合演習  1 

情報処理実習Ｂ  1 

計（Ｃ） 11 

専
攻
専
門
科
目

居住環境学専攻 

配当 
単位数 

卒業要件単位数 

必修単位数 選択単位数 

基礎科目  16  7 

展開科目  96 47 

卒業研究   8  8 

計（Ｄ） 120 
96以上 

上記62単位の他に 
34単位以上修得する。 

計（Ｂ）=（Ｃ）+（Ｄ） 131 107以上 

計（Ａ）+（Ｂ） 267 136以上 

（注２）ａ 必修科目12単位、指定された選択必修科目13単位、それ以外に共通科目群の選択科目より４単位（その他の

単位：共通科目群ａの※部分）の合計29単位以上を修得すること。 

ｂ 英語は「Basic English Ⅰ」から「Basic・English・Ⅳ」の４科目６単位は必修とする。 

ｃ、ｄ ｂ以外の外国語から２単位以上を選択必修とする。 

ｅ 「健康の科学」は必修とし、「生涯スポーツ実習Ⅰ」「生涯スポーツ実習Ⅱ」から１科目１単位を選択必修と

する。 

ｆ 「情報処理入門」は必修とする。 

ｇ 「プレゼミナール」「キャリア形成論」は必修とする。 

ｈ 「もやいすと（地域）ジュニア育成」「もやいすと（防災）ジュニア育成」から１科目２単位を選択必修と

する。 

ｉ 新熊本学は４科目８単位から１科目２単位を選択必修とする。 

ｊ 地域理解とリーダーシップのｈとｉ以外の科目を修得した場合はその他の単位（共通科目群ａの※部分の

単位）に含むことができる。 

ｋ、ｌ、ｍ 各分野からそれぞれ１科目２単位以上を選択必修とする。 

（注２）『専門科目群』は、他専攻専門科目20単位を上限として卒業要件単位数に含めることができる。 

居住環境学専攻 

ｈ 
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